























































＊調査期間：平成 26 年 10 月 2 日～平成 27 年














1 10 ／ 7
2 10 ／ 14 7 日
3 11 ／ 11 28 日
4 11 ／ 18 7 日
5 12 ／ 2 14 日
6 12 ／ 9 7 日
7 12 ／ 16 7 日
8 1 ／ 6 21 日
9 1 ／ 18 7 日
木曜日グループ
回 月日 間隔
1 10 ／ 2
2 10 ／ 9 7 日
3 11 ／ 6 28 日
4 11 ／ 13 7 日
5 11 ／ 20 7 日
6 11 ／ 27 7 日
7 12 ／ 4 7 日
8 12 ／ 11 7 日
9 12 ／ 25 14 日


























































































獲得音域が最も狭い者でも短 3 度（学生 D、初
回：二点二　→　最終回：二点へ）、最も広く

















Ａ 一点嬰イ 二点ホ 減五度
Ｂ 一点嬰イ 二点嬰ヘ 短六度
Ｃ 一点ロ 二点ヘ 減五度
Ｄ 二点ニ 二点ヘ 短三度
Ｅ 一点ロ 二点ヘ 減五度
Ｆ 一点嬰イ 二点ホ 減五度
Ｇ 一点ロ 二点ホ 完全四度
Ｈ 一点嬰イ 二点ニ 減四度
Ｉ 一点嬰ト 二点ホ 短六度















































に補習開始から 3 回目、4 回目までは一点嬰イ
― 26 ― ― 27 ―
　の音に止まっていたが、その後、2 回目、3
回目の指導で共に 1 半音ずつ広げ、以降、学生
A は 5 回目から 6 回目にかけて 4 半音分、学








るうちに、2 名とも３～ 4 回目には、頭声で発
声する感覚を自らつかみ、そこに活路を見出し
ていく。この感覚を会得すると、結果はすぐに






































10 回目9 回目8 回目7 回目6 回目5 回目4 回目3 回目2 回目1 回目
（図１）モデル①（その１）
（図 2）モデル①（その２）




に 5 半音分の伸びを記録している。学生 I は、





























この 2 名については、すべて胸声において 1 半
音ずつの拡大に成功している。


















































































































































































― 30 ― ― 31 ―
を及ぼす危険性を排除しきれない。特に、正し
い音程を身につけていく方法として、本論では
最も狭い 2 度音程から徐々に跳躍の幅を広げて
いく過程を想定し、その条件を満たすわらべ歌
を選択してているが、そもそも西洋音楽の旋律
構造において、2 度音程のみの跳躍から成り立
つメロディーは存在しない。ここに、歌唱指導
においても学ぶ者と音楽との親和性の問題は浮
き彫りになってくる。
本論では、まず、音域の広がりと狭い 2 度音
程を正しく歌うことについての有効性を証明す
ることができた。今後は、正しく歌える音程の
幅を無理なく効率的に広げる方法や豊かな（声
の）表現力を身につける方法なども探りながら、
さらに研究を続けていきたい。
注
１）細田淳子・蟹江春香（2010）「保育者養成
教育における発声法」東京家政大学研究紀
要第 50 集（1）p.33
２）前掲書　pp.32-33

